
 

 

 

 

 

１ 趣 旨  

  急速に進む少子高齢化やひとり暮らし高齢者、単身世帯の増加などにより、地域

社会における深刻な孤独・孤立の状況が生じるなど、人々のつながりは希薄化して

いると考えられます。 

  また、地域住民が抱える地域生活課題は複雑化・多様化しており、従来の制度的

枠組みだけでは支援が行き届かない状況も見られることから、必要な支援が届いて

いない人々を見つけ出し、支援につなげていくための包括的な取組が求められてい

ます。 

  このような中、本会では「第７次福祉の輪づくり運動推進県域活動計画」を策定

し、地域の様々な主体がそれぞれの強みを活かしながら連携し、地域全体で課題を

受け止め、支え合いながら解決していく仕組みづくりをめざしています。 

こうした取組を進めていくためには、行政や専門職、関係機関の連携に加え、地

域住民一人ひとりが主体的に関わりながら、継続してつながることのできる関係性

を築いていくことが重要となります。 

  そこで、本フォーラムでは、つながりや助け合いの取組を一時的な活動に留める

ことなく、住民が継続して関わることのできる「仕組み」として育んでいくための

視点や方法について学びます。また、実践事例を通して、取組の進め方や課題、工

夫等を具体的に共有し、参加者が自身の地域や立場に引き寄せて考え、今後の実践

につなげることを目的に開催します。 

 

２ 主 催 

  社会福祉法人 山口県社会福祉協議会 

 

３ 共 催 

  日本地域福祉学会 中国部会 

 

４ 後 援（予定） 

  山口県、山口県民生委員児童委員協議会、山口県自治会連合会、山口県老人クラ

ブ連合会、山口県地域包括・在宅介護支援センター協議会、やまぐち県民活動支援

センター、山口県共同募金会（順不同/法人格省略） 

 

５ 日 時  

  令和８年１０月２３日（金） 

  午後１時２０分から午後３時５０分まで 

 

６ 会 場 

  山口県教育会館 ホール 

  （山口市大手町２－１８ TEL: 083-922-5766） 

 

７ 参加費 

  無料 

令和８年度 山口県地域福祉実践力向上フォーラム 
～地域のつながり・助け合いを「活動」から「仕組み」へ～ 

開 催 要 項 

 



８ 開催方法 

  参集及びオンラインの併用開催 

 

９ 定 員 

  会場参加者３００人（オンラインの定員なし） 

 

10 対 象 

  小地域福祉活動の実践者（地区社会福祉協議会役職員、自治会・町内会関係者、

民生委員・児童委員、主任児童委員、福祉員、ボランティア、老人クラブ会員、有

償助け合い活動団体、市町社会福祉協議会役職員、生活支援コーディネーター、ボ

ランティアコーディネーター、ＮＰＯ、施設役職員等）、県市町行政職員、学生、そ

の他地域福祉活動に興味のある方 

 

11 日 程 

プログラムの詳細については、別添「プログラム」に記載しています。 

 13:00～ 受  付 

 13:20～ 開  会 

13:30～14:30 

〔60分〕 

 基調講演  

「住民力 ～超高齢社会を生き抜く地域のチカラ～（仮）」 

【講師】 

 法政大学現代福祉学部福祉コミュニティ学科  

                 教授 宮 城   孝 氏 

14:30～14:40 

〔10分〕 
休  憩 

14:40～15:50 

〔70分〕 

 実践報告  

「地域のつながりを“続く仕組み”にするために 

～実践から見えてきた工夫と課題～」 

 

【報告者】 

 ・それっちゃＡＧＡＷＡ（下関市） 

代表  白 尾 良 子 氏 

 ・木間地区社会福祉協議会（萩市） 

理事  林    繁 樹 氏 

【コーディネーター】 

 法政大学現代福祉学部福祉コミュニティ学科 教授 

                 教授  宮 城   孝 氏 

 15:50 閉  会 

 

 

 



12 参加申込方法 

 令和８年１０月２日（金）までに、下記申込フォームからお申込みください。 

  〔申込フォーム（Google Formsを使用しています）〕 

https://forms.gle/8zQjPM5SXtxsoCAa9 

 

 ※申込フォームの URLは、HPでも御案内しています。 

 ※記入いただいた個人情報は、研修会の運営目的のみに使用いたします。 

   なお、当日資料に所属先、役職名、氏名を掲載いたします。 

 

13 オンライン参加 

（１）オンラインでの参加の場合は、Zoomウェビナーによる参加となります。会場後

方から撮影した映像の配信を予定しています。 

（２）視聴のための通信環境や機材は各自で御用意ください。なお、パソコンでの視

聴を推奨します。 

（３）オンライン参加用の URLは、令和８年１０月１３日（火）までに御登録のメー

ルアドレスに送信します。１０月１５日（木）までにメールが届かない場合は、

迷惑メールフォルダを確認の上、下記事務局までお問合せください。 

 

14 資料等の配布 

（１）会場参加及び市町サテライト会場参加の方は、当日、受付にて資料を配布しま

す。 

（２）オンライン参加の方には、資料を御登録のメールアドレス宛てに１０月１３日

（火）までに送信します。 

 

15 その他 

（１）自然災害等のやむを得ない事由により研修を開催できない場合は、前日の午後

３時までに山口県社会福祉協議会ホームページ（https://www.yamaguchikensyakyo.jp/） 

に記載しますので、前日に必ず確認してください。 

（２）駐車場には限りがありますので、乗り合わせの上、早めに来場ください。 

 

16 申込み・問合せ先 

社会福祉法人 山口県社会福祉協議会 

地域福祉部 地域福祉班 担当：大澤、石内 

〒753-0072 山口市大手町 9番６号 

TEL（083）924-2828 FAX（083）924-2847 

e-mail  chiiki@yg-you-i-net.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/8zQjPM5SXtxsoCAa9
mailto:chiiki@yg-you-i-net.or.jp


17 会場周辺図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 「住民力 ～超高齢社会を生き抜く地域のチカラ～（仮）」 

【講師】 

 法政大学現代福祉学部福祉コミュニティ学科 教授 

                          教授 宮 城   孝 氏 

≪目 的≫ 

本講演では、宮城孝氏の著書『住民力 超高齢社会を生き抜く地域のチカラ』の考え

方を踏まえ、地域におけるつながりや助け合いの取組を一時的な活動に留めることな

く、住民が継続して関わることのできる「仕組み」として育んでいくための視点や方法

について理解を深めます。 

また、多様な主体が関わる中での役割分担のあり方や、コロナ禍以降の社会状況や人

口減少下において、どのような取組を継続し、またどのような見直しや再構築が必要と

なるのかについて考えます。 

これにより、その後の実践報告の内容を自らの地域に引き寄せて捉え、具体的な実践

につなげるための共通認識を形成することを目的とします。 

 

≪講師プロフィール≫ 

法政大学現代福祉学部福祉コミュニティ学科 教授 

                 教授 宮 城   孝（みやしろ たかし） 氏 

◆ 略歴 

大学院社会福祉学研究科博士後期課程修了。博士（社会福祉学）。東京都中野区社会福祉協議

会中野ボランティアセンター、日本社会事業大学、神戸山手女子短期大学、東海大学を経て、

現在に至る。多くの地方自治体、市町村社会福祉協議会の地域福祉関連の委員会の委員長、住

民組織のアドバイザーなどを務める。 

◆ 研究分野 

  地域福祉、コミュニティ政策、住民参加・協働による地域づくり、 

コミュニティソーシャルワーク 

◆ 研究テーマ 

  住民主体による地域福祉の推進と「住民力」の形成  

  地域におけるつながり・支え合いの仕組みづくり  

多主体（住民・行政・専門職等）の協働のあり方  

超高齢社会・人口減少社会における地域コミュニティの再構築 

◆ 著書 

  『住民力 : 超高齢社会を生き抜く地域のチカラ』 明石書店 

  『地域福祉と包括的支援システム : 基本的な視座と先進的取組』 明石書店 

  『仮設住宅その 10年 : 陸前高田における被災者の暮らし』 御茶の水書房 

  『コミュニティソーシャルワークの新たな展開 : 理論と先進事例』 中央法規出版 

  『地域福祉とファンドレイジング : 財源確保の方法と先進事例』 中央法規出版 

他、地域福祉・コミュニティに関する著書・論文多数 

             など 

■基調講演 午後１時３０分から午後２時３０分まで 

－プログラム― 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域のつながりを“続く仕組み”にするために ～実践から見えてきた工夫と課題～」 

◆実践報告者 

 ・それっちゃＡＧＡＷＡ（下関市） 

代表 白 尾 良 子 氏 

 ・木間地区社会福祉協議会（萩市） 

理事 林    繁 樹 氏 

◆コーディネーター 

 法政大学現代福祉学部福祉コミュニティ学科 教授 

                          教授 宮 城   孝 氏 

 

≪目 的≫ 

 各地域で進められているつながりづくりや助け合いの取組について、その立ち上げの

経緯や関係者の関わり方、継続に向けた工夫や課題等について具体的に共有し、地域に

おける取組を一時的な活動に留めることなく、住民が継続して関わることのできる「仕

組み」として育んでいくための実践的な視点を理解します。 

また、各事例を自らの地域や立場に引き寄せて捉え、今後の取組の進め方や役割のあ

り方について考える機会とすることを目的とします。 

 

≪実践報告≫ 

  報告者：それっちゃＡＧＡＷＡ（下関市） 

                          代表 白 尾 良 子 氏 

  地域住民が「食」を通じて集い、交流できる場づくりを通して、人と人とのつなが

りを育んできた取組について報告いただきます。活動を始めた経緯や地域住民との関

わり、継続するための工夫、活動を通じて見えてきた地域の変化や今後の課題等につ

いてお話しいただきます。 

   

  報告者：木間地区社会福祉協議会（萩市） 

理事 林    繁 樹 氏 

高齢化が進む地域において、ピザ窯やかまどを活用した交流活動を通じて、地域住

民のつながりづくりや地域外との交流を進めている取組について報告いただきます。

活動の立ち上げの経緯や地域資源を活かした取組、地域内外の人を巻き込む工夫、継

続に向けた課題や今後の展望についてお話しいただきます。 

■実践報告 午後２時４０分から午後３時５０分まで 


